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笑 門 来 福 
笑う角には福来る一、輝かしい新年が、町民の皆さんにとって素晴らしい一年で 

ありますよう、心からお祈りいたします。 
ろう 

写真は、旧臓22日、市場保育所の「お話ファミリー」で、編集部写す。 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

「
村
お
 

こ
し
」
や
「
町
づ
く
り
」
 
そ
 

し
て
「
一
億
円
の
ふ
る
さ
と
 

創
生
」
と
地
域
の
活
性
化
が
 

さ
け
ば
れ
る
中
、
昨
年
十
一
 

月
、
赤
池
町
役
場
の
中
に
 

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
と
 
「
健
 

康
づ
く
り
課
」
 
と
言
う
二
つ
 

の
課
が
生
ま
れ
た
。
ど
ち
ら
も
「
〇
〇
 

づ
く
り
」
と
な
っ
て
い
て
こ
と
さ
ら
に
 

何
か
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
意
欲
的
な
 

試
み
で
あ
り
、
広
く
町
内
外
の
期
待
を
 

集
め
て
い
る
▲
財
政
の
厳
し
い
赤
池
町
 

は、 

「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
一
億
円
」
 

の
中
か
ら
平
成
ち
く
ほ
う
鉄
道
の
市
場
 

駅
の
建
設
に
そ
の
一
部
を
使
っ
た
。
し
 

か
し
、
大
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
 

現
在
、
 

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
 
で
真
 

剣
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
 

事
業
の
名
前
は
「
自
ら
考
え
、
自
ら
行
 

う
地
域
づ
く
り
事
業
 
」 
と
言
う
▲
 

「
地
域
づ
く
り
」
 
は
自
分
達
の
手
で
と
 

言
う
の
で
あ
る
。
 

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
 

と
「
健
康
づ
く
り
課
」
 
の
誕
生
は
こ
の
 

こ
と
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
▲
来
る
一
 

月
十
三
日
、
著
名
な
「
鈴
木
健
二
さ
ん
」
 

が
、
再
び
赤
池
町
の
期
待
に
応
え
て
来
 

町、 

「
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
」
 
を
 

テ
ー
マ
に
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
大
 

変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
、
多
数
の
参
 

加
が
望
ま
れ
る
▲
「
ま
ち
づ
く
り
」
 
は
 

「
こ
こ
ろ
づ
く
り
」
で
あ
り
た
い
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
 

一
家
だ
ん
ら
ん
の
中
で
新
春
を
迎
え
 

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
 

し
上
げ
ま
す
 

新春アンコール講演会 

鈴 木 健ニ 

「地域づくりと町づくり」 

日時／平成3 年1月13 日（日） 

PM6 】00開場、 

PM6 】 30開演 

場所／赤池町同和対策中央研修所 

日 野町長 

私
も
二
期
目
の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
、
新
し
い
気
持
ち
で
新
年
を
 

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

九
〇
年
代
の
幕
開
け
と
共
に
世
界
は
 

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
の
ク
 

一毒一一靖ォ雇警 
エ
ー
ト
侵
攻
と
い
う
不
幸
な
出
来
事
も
 

あ
り
ま
し
た
が
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
 

な
ど
、
緊
張
が
緩
和
さ
れ
、
世
界
の
平
 

和
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
 

我
が
国
も
経
済
大
国
と
な
り
、
世
界
 

の
中
で
の
日
本
の
役
割
が
、
厳
し
く
問
 

『
町
づ
く
り
婦
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
の
到
来
と
思
 

い
ま
す
。
 

つ
め
あ
と
 

旧
産
炭
地
の
爪
痕
が
残
る
赤
池
町
は
、
 

町
制
施
行
五
十
周
年
を
契
機
に
、
 

「童 

謡
の
町
」
を
宣
言
し
、
新
し
い
 
「
ま
ち
 

づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
昨
年
 

鍵
本
退
蕪
一
 

赤
搬
審
聴
藁
 

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

既
に
地
方
自
治
体
の
レ
ベ
ル
で
国
際
 

交
流
や
海
外
支
援
等
が
と
り
く
ま
れ
、
 

本
格
的
な
国
際
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
 

ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
私
た
ち
自
 

身
は
勿
論
、
町
の
在
り
方
も
問
い
直
さ
 

風
 

「
難
糾
 男
 

か
ら
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
や
さ
し
 

い
 
「
童
謡
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
 
が
、
時
を
 

し
る
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
心
を
ー
 

つ
に
、
町
を
あ
げ
て
人
の
心
の
豊
か
さ
 

を
求
め
、
素
晴
ら
し
い
町
づ
く
り
に
前
 

進
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
へ
 
「
童
謡
の
町
」
 

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
 

現
在
の
赤
池
町
は
、
財
政
的
に
は
最
 

も
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
 

こ
の
困
難
と
正
面
か
ら
ぶ
ち
当
た
ら
な
 

い
限
り
、
赤
池
町
の
 
「
ま
ち
づ
く
り
」
 

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

私
は
、
ひ
き
つ
づ
き
町
民
の
皆
さ
ん
 

と
共
に
、
企
業
誘
致
を
は
じ
め
、
農
業
 

の
振
興
、
地
元
商
工
業
の
活
性
化
を
は
 

か
り
、
健
康
と
福
祉
の
増
進
に
鋭
意
努
 

力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
 

い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と
 

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
 

上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
 

と
い
た
し
ま
す
。
 

の
一
層
の
躍
進
を
期
し
て
清
新
の
気
が
 

輝
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
議
会
を
代
 

み
な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま
す
。
 

表
し
て
皆
様
に
つ
つ
し
ん
で
新
年
の
ご
 

現
在
の
社
会
情
勢
は
二
十
一
世
紀
を
 

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

目
前
に
控
え
、
国
際
化
・
情
報
化
・
高
 

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
 

齢
化
が
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

る
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を
 

水永議長 

賜
わ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
も
着
実
 

に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
ま
い
り
ま
 

し
た
が
、
こ
こ
に
、
新
年
を
迎
え
本
町
 

り よ だ 議 
平
成
二
年
第
十
一
回
十
二
月
定
例
町
 

議
会
が
十
二
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
 

ま
で
五
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
 
一
般
 

会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
 

特
別
職
報
酬
、
職
員
給
与
条
例
の
一
部
 

改
正
な
ど
の
議
案
が
上
程
さ
れ
審
議
が
 

な
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
当
町
は
、
 

財
政
問
題
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
な
 

い
決
断
と
克
服
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て
 

お
り
ま
す
。
 

昨
年
、
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
、
わ
 

／
補
正
予
算
、
 

⑥
平
成
ニ
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
資
金
 

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
→
 

二
千
九
百
五
十
三
万
円
を
追
加
し
、
予
 

算
総
額
を
三
億
八
千
九
百
九
十
三
万
九
 

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
 

貸
付
件
数
の
増
加
に
よ
る
貸
付
金
な
ど
 

で
す
。
 

⑥
平
成
二
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
特
別
 

会
計
補
正
予
算
→
一
億
五
千
五
百
七
十
 

三
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
 

八
億
七
千
三
百
六
十
六
万
二
千
円
と
な
 

り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
医
療
費
の
増
 

加
に
伴
う
も
の
で
す
。
 

⑥
平
成
ニ
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
→
三
百
五
十
三
万
円
 

一
千
円
を
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
 

ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
の
増
加
 

を
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
勢
の
発
 

展
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
 

は
、
皆
様
の
勤
勉
と
努
力
の
成
果
で
あ
 

る
と
思
い
ま
す
0
 

社
会
経
済
の
発
展
の
中
で
、
私
た
ち
 

の
生
活
水
準
は
向
上
し
、
行
政
需
要
は
 

量
、
質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑
、
多
様
化
 

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ニ
ー
 

ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

大
谷
地
区
配
水
管
布
設
工
事
に
よ
る
も
 

の
で
す
。
 

⑥
平
成
二
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
→
一
時
借
入
金
の
限
 

度
額
が
五
億
二
千
万
円
か
ら
五
億
五
千
 

万
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

ノ
変
 

更
、
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
二
年
 

度
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
の
吉
ケ
浦
 

上
池
整
備
工
事
と
貴
船
迫
線
道
路
工
事
 

に
お
い
て
、
設
計
内
容
等
の
変
更
に
な
 

る
た
め
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑨
下
田
川
衛
生
組
合
の
規
約
変
更
→
下
 

田
川
衛
生
組
合
の
議
会
及
び
執
行
機
関
 

の
組
織
を
改
革
す
る
た
め
、
規
約
の
一
 

部
変
更
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

長
期
的
展
望
の
上
に
、
計
画
的
か
つ
広
 

域
的
に
行
政
運
営
を
図
る
の
か
が
、
今
 

後
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
、
議
 

決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
行
政
と
 

一
体
と
な
り
な
が
ら
、
豊
か
な
住
み
よ
 

い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
更
に
創
意
 

工
夫
を
重
ね
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
 

る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
 

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
 

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
 

平
成
三
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
 

せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
 

う
、
心
よ
り
お
祈
り
致
 

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
 

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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⑥
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
・
改
 

善
と
任
就
事
業
の
就
労
日
数
の
改
善
を
 

求
め
る
請
願
書
→
産
建
委
員
に
付
託
 

⑨
赤
池
町
町
道
（
昭
和
町
）
よ
り
県
道
 

（
田
川
ー
直
方
線
）
へ
通
じ
る
道
路
新
設
 

に
関
す
る
請
願
→
産
建
委
員
会
に
付
託
 

⑥
平
成
三
年
度
ご
み
収
集
運
搬
手
数
料
 

に
関
す
る
陳
情
→
厚
生
委
員
会
に
付
託
 

⑨
平
成
三
年
度
保
育
関
係
予
算
に
対
す
 

る
請
願
書
 

⑥
法
務
局
職
員
の
増
員
に
関
す
る
請
願
 

書
 

⑨
北
方
領
土
早
期
返
還
を
求
め
る
要
望
 

決
議
 

⑥
国
庫
負
担
率
の
復
元
・
拡
充
を
求
め
る
 

意
見
書
 

以
上
に
つ
い
て
は
採
択
の
上
、
各
関
 

係
省
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
 

／
追
一
一
薦
雄
議
．
案
×
 

⑥
赤
池
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
 

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

⑥
赤
池
町
長
・
助
役
・
収
入
給
与
条
例
の
 

制
定
 

⑥
赤
池
町
教
育
長
の
給
与
・
勤
務
時
間
そ
 

の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

以
上
に
つ
い
て
は
、
特
別
職
報
酬
等
 

審
議
会
答
申
や
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
 

会
答
申
や
近
隣
町
村
と
の
均
衡
も
含
め
 

消火よりまず警火 

く6日に消防出初式う 
正
月
恒
例
の
、
下
田
 

川
四
ケ
町
連
合
消
防
出
 

初
式
が
、
 

一
月
六
日
回
 

九
時
三
〇
分
よ
り
、
金
 

田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

赤
池
町
消
防
団
は
、
 

藤
岡
登
団
長
を
先
頭
に
、
 

一
分
団
か
ら
六
分
団
の
 

各
地
区
分
団
と
本
部
分
 

団
の
団
員
一
三
五
人
と
 

消
防
車
七
台
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
 

「m
（」
 

て
い
ま
す
。
 

機械器具の点検をうける赤池町消防団 

式
で
は
、
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
 

具
点
検
、
分
列
行
進
、
更
に
は
、
消
防
 

車
の
パ
レ
ー
ド
と
日
頃
の
訓
練
の
成
果
 

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

又
、
併
せ
て
町
長
表
彰
を
は
じ
め
各
 

種
の
表
彰
式
も
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
 

か
ら
最
も
火
災
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
 

り
ま
す
が
、
タ
バ
コ
の
不
始
末
や
、
天
 

ぷ
ら
、
ガ
ス
の
取
り
扱
い
な
ど
、
充
分
 

注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
人
事
院
勧
告
 

の
実
施
に
よ
り
、
期
末
手
当
の
支
給
率
 

及
び
特
別
加
算
制
度
の
新
設
に
よ
り
、
 

算
定
基
礎
の
改
定
も
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
 

以
上
に
つ
い
て
は
、
国
の
人
事
院
勧
 

告
に
準
じ
て
給
与
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
平
成
ニ
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
→
一
億
二
千
五
百
九
十
五
万
四
千
 

円
を
五
十
億
二
千
六
十
万
六
千
円
と
な
 

り
ま
し
た
。
歳
入
で
補
助
金
の
追
加
一
一
 

千
九
百
八
万
五
千
円
、
諸
収
入
二
百
八
 

十
九
万
円
、
地
方
債
で
六
百
五
十
万
円
 

の
追
加
、
歳
出
で
は
、
特
別
職
の
報
酬
 

と
、
職
員
給
与
の
改
定
で
五
千
五
百
五
 

十
八
万
三
千
円
を
は
じ
め
、
老
人
保
健
 

特
別
会
計
繰
出
一
千
六
十
万
円
、
同
和
 

対
策
事
業
促
進
費
を
中
心
に
一
千
百
六
 

十
八
万
一
千
円
、
市
場
い
ち
じ
く
ハ
ウ
 

ス
設
置
工
事
追
加
一
千
六
百
五
十
一
万
 

八
千
円
、
進
学
奨
励
金
九
百
九
十
二
万
 

六
千
円
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
→
平
成
二
年
 

度
林
ケ
谷
ぽ
た
山
災
害
防
止
工
事
の
工
 

事
予
定
価
格
金
額
が
三
千
万
円
を
下
ら
 

な
い
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
関
す
る
意
 

見
書
→
採
択
の
上
各
関
係
省
庁
へ
意
見
 

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
 



(5) (4) 

力走．/ 

ちびっこがんばれ 

見るも参加 

走るも参加 

人権駅伝大会 

思い出の写真集 
開会セレモニー 

ー~ 

人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切
 

入
入
人
権
の
た
す
き
を
か
け
力
走
 
V
v
 

十
ニ
月
九
日
（
日
）
、
「
第
四
回
人
権
駅
伝
大
会
」
（
赤
池
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
 

主
催
）
が
開
か
れ
、
町
内
各
公
民
館
よ
り
ニ
十
ー
チ
ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
参
加
の
町
議
 

会
を
は
じ
め
、
保
育
所
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
な
ど
過
去
最
多
の
ニ
十
七
チ
ー
ム
が
参
 

加
、
町
内
ほ
ぼ
全
域
を
回
る
十
六
区
間
、
約
十
三
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
力
走
し
た
。
 

「
交
通
事
故
で
命
を
奪
う
の
も
人
権
侵
害
。
赤
池
町
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
」
 

と
選
手
は
“
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
赤
池
ク
の
針
巻
を
し
、
人
権
尊
重
を
う
た
っ
た
た
す
き
 

を
手
に
走
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
多
く
の
人
達
の
協
力
を
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

た
す
き
は
し
つ
か
り
も
ら
つ
た
よ
 

13区 

思
い
出
の
駅
伝
コ
ー
ス
 

④
 

ノ 

ず、ノー 

あったかくて美味しかづた蕪、“・ 



、0 ノ 

2 か所が道路工事のため1月1 5日より3月3 1日まで 

通行止めとなりますのでご注意下さい 

健康教室 
赤i也町立病院 

整形外科・医長 

中 村 博 

ー
ケ
月
お
休
み
し
た
本
紙
の
 
「
健
康
 

教
室
」
を
再
開
し
ま
す
。
 

昨
年
 12 

月
か
ら
町
立
病
院
に
、
リ
ハ
 

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
医
の
園
田
敏
明
 

先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
町
立
病
 

院
で
は
近
く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
 

を
開
設
す
る
予
定
）
 

そ
こ
で
、
今
回
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
 

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
 

▽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
医
学
の
 

中
で
も
比
較
的
新
し
く
入
っ
て
き
た
学
 

問
で
す
。
病
気
に
対
す
る
治
療
の
一
側
 

面
と
し
て
と
ら
え
る
考
え
方
と
、
患
者
 

さ
ん
に
対
す
る
助
け
を
す
る
と
い
う
面
 

が
あ
り
ま
す
。
 

慢
性
に
経
過
す
る
疾
患
で
、
あ
る
程
 

町
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
充
実
 

リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
園
田
先
生
赴
任
 

めぎ母。ダ刀雄2ぎ 

理学療養士 
園田敏明先生 

昭和59年、長崎リハ 
ビリテーション学院卒 
業、31才、桂川町在住 

度
の
改
善
は
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
で
得
ら
 

れ
た
が
、
し
か
し
、
機
能
と
い
う
面
を
 

み
る
と
、
満
足
で
き
な
い
と
い
う
患
者
 

さ
ん
は
多
勢
い
ま
す
。
 

こ
こ
で
機
能
回
復
を
お
こ
な
う
た
め
 

に
 
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
 
が
登
場
 

し
ま
す
。
機
能
回
復
が
、
そ
の
疾
患
の
 

本
質
を
な
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
 

た
、
こ
の
こ
と
が
患
者
さ
ん
の
精
神
高
 

と
き
。
 

フ
】
脊
髄
損
傷
、
そ
の
他
の
脊
髄
疾
 

患
に
よ
っ
て
四
肢
の
座
性
麻
庫
、
ま
た
 

は
弛
緩
性
麻
癖
を
き
た
し
て
い
る
患
者
 

さ
ん
。
 

マ
】
リ
ウ
マ
チ
、
変
形
性
関
節
症
を
 

含
む
骨
関
節
疾
患
の
終
痛
、
機
能
回
復
、
 

術
前
術
後
の
状
態
改
善
の
た
め
。
 

7
】
脳
性
麻
庫
を
含
む
小
児
疾
患
の
 

リ
 
ハ 
ビ

リ

テ

ー

シ

 ョ
 
ン
 

脳
卒
中
、
 
リ

ウ

マ

チ

に

効

果

 

揚
に
つ
な
が
っ
た
り
も
し
ま
す
。
 

▽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
ん
な
 

場
合
に
適
応
に
な
る
か
 

次
に
述
べ
る
よ
う
な
疾
患
に
適
応
が
 

あ
り
ま
す
。
 

【1
】
脳
卒
中
、
そ
の
他
の
脳
疾
患
、
 

脳
外
傷
に
よ
っ
て
四
肢
の
座
性
麻
癖
を
 

き
た
し
た
と
か
、
言
語
障
害
を
お
こ
し
 

て
お
り
、
あ
る
程
度
症
状
が
固
ま
っ
て
 

訓
練
に
耐
え
得
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
 

地
域
医
療
に
取
り
組
む
町
立
病
院
 

（
石
尾
哲
人
院
長
）
は
、
な
が
び
く
病
 

気
に
よ
る
体
の
障
害
、
精
神
面
か
ら
の
 

一
日
も
早
い
回
復
を
願
っ
て
、
リ
ハ
ビ
 

リ
専
門
医
園
田
敏
明
先
生
を
十
二
月
十
 

五
日
付
で
お
迎
え
し
ま
し
た
。
園
田
先
 

生
は
、
温
熱
療
法
と
運
動
療
法
を
通
じ
 

て
患
者
さ
ん
の
願
い
に
こ
た
え
た
い
と
 

張
切
っ
て
い
ま
す
。
 

ー
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
ー
 

がんばります 

新
春
の
一
月
十
三
日
に
、
鹿
児
島
県
 

指
宿
市
で
開
催
さ
れ
る
菜
の
花
マ
ラ
ソ
 

ン
に
、
沼
口
康
之
さ
ん
（
上
谷
）
廿
写
真
廿
 

が
出
場
し
ま
す
。
日
頃
よ
り
鍛
え
た
健
 

脚
で
、
完
走
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
 

い
も
の
で
す
。
 

熱
い
応
援
を
ク
 

ー
 

機
能
回
復
。
 

で
】
神
経
疾
患
に
対
す
る
機
能
回
復
。
 

で
】
四
肢
切
断
後
の
機
能
回
復
 

7
】
呼
吸
器
疾
患
、
循
環
器
疾
患
に
 

対
す
る
予
備
能
力
の
向
上
。
 

【8
】
成
人
病
（
肥
満
な
ど
を
含
む
）
 

の
予
防
的
効
果
を
は
か
る
。
 

以
上
述
べ
た
ほ
か
に
も
適
応
が
あ
れ
 

ば
、
い
く
つ
で
も
適
応
に
な
り
ま
す
。
 

▽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
ど
の
 

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
 

前
に
述
べ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
 

ま
ず
、
今
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
る
物
理
 

療
法
（
主
に
温
熱
療
法
）
と
理
学
療
法
 

士
で
あ
る
園
田
先
生
が
お
こ
な
う
運
動
 

療
法
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。
物
理
療
法
に
 

つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
説
明
を
は
ぶ
き
 

ま
す
。
 

▽
運
動
療
法
に
つ
い
て
 

運
動
療
法
と
は
、
規
則
的
な
運
動
を
 

身
体
各
部
に
お
こ
な
わ
せ
て
、
最
終
的
 

に
身
体
全
体
の
均
衡
と
機
能
を
改
善
す
 

る
目
的
を
も
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

そ
の
目
的
と
は
、
①
変
形
の
矯
正
・
 

②
関
節
の
機
能
改
善
、
③
筋
力
の
増
大
 

④
筋
肉
と
運
動
器
官
の
協
調
性
を
獲
得
 

⑤
筋
肉
の
耐
久
性
の
改
善
、
⑥
運
動
の
 

ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
る
、
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
事
柄
を
、
我
わ
れ
リ
ハ
ビ
 

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
ッ
フ
が
到
達
目
 

標
を
設
定
し
て
合
理
的
に
、
そ
し
て
や
 

さ
し
く
お
こ
な
い
た
い
と
思
っ
て
い
 

ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
、
も
し
ご
家
族
で
、
 

麻
庫
が
あ
っ
て
寝
て
い
る
患
者
さ
ん
が
 

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
 
一
度
、
町
立
病
院
 

で
受
診
さ
せ
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
 

ま
す
。
 

叩
健
婦
だ
ょ
賜
 

昨
年
よ
り
老
人
実
態
調
査
を
行
い
、
 

町
内
に
二
十
二
人
の
寝
た
き
り
の
方
が
 

お
ら
れ
ま
す
。
保
健
婦
が
定
期
的
に
訪
 

も
う
一
度
利
用
し
て
み
ま
し
よ
う
。
 

入
譲
っ
て
下
さ
い
V
 

1

病
人
用
ベ
ッ
ド
 

2

車
椅
子
 

介
護
用
具
あ
り
ま
せ
ん
か
 

卿・ 

ー

不

用

品

を

ご

提

供

下

さ

い

ー

 

問
し
て
い
ま
す
が
、
介
護
用
具
が
あ
れ
 

ば
床
ず
れ
が
で
き
ず
に
す
む
、
歩
く
こ
 

と
も
可
能
で
す
。
介
護
用
具
は
、
高
額
 

で
、
使
用
期
間
も
ど
の
位
に
な
る
の
か
 

不
明
で
購
入
し
に
く
い
も
の
で
す
。
 

家
の
隅
で
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
、
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
十
一
月
二
十
日
5
十
二
月
十
九
日
 

【
香
典
返
し
】
o

田
島
ヒ
フ
ミ
（
薬
王
 

寺
）
o

鳥
尾
雅
枝
（
高
尾
）
o

田
島
ト
 

、
、
、
（
上
の
原
）
 

o
池
田
英
之
（
下
町
）
 

o
木
下
正
義
（
岩
屋
）
以
上
五
件
で
総
 

額
は
十
九
万
円
で
す
。
 

【
寄
付
】
九
光
石
油
廿
五
千
円
o

初
鹿
 

義
理
松
廿
七
千
円
o

匿
名
（
七
件
）
廿
 

四
万
三
千
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
 

（
企
業
・
法
人
廿
 

一
口
一
万
円
）
下
田
川
ガ
ス
廿
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
 

（
個
人
二
般
廿
一
口
千
 

円
）
沢
永
孝
美
廿
一
ロ
o

鳥
尾
雅
枝
廿
 

十
ロ
o

加
治
馨
廿
十
口
 

【
快
気
祝
返
し
】
山
尾
繁
樹
n
金
一
封
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
熊
谷
拓
義
廿
一
万
 

円
o

藤
村
三
郎
廿
一
万
円
o

世
良
フ
ミ
廿
 

一
万
円
o

増
住
フ
ジ
エ
廿
五
千
円
o

福
 

祉
バ
ス
内
廿
五
万
六
千
三
百
二
十
四
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
興
国
寺
婦
人
会
踊
り
の
慰
問
・
ふ
き
 

ん
 60 

枚
 

一
一
農
委
選
挙
犬
名
簿
舞
 

廿
登
載
申
請
書
の
提
出
を
廿
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
 

載
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

農
業
委
員
の
選
挙
資
格
は
、
名
簿
に
 

登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
 

3

歩
行
器
 

4
 
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
 

5

杖
 

入
貸
出
し
ま
す
V
 

1

車
椅
子
一
台
 

2

歩
行
器
一
台
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
 

平
成
三
年
】
月
一
日
現
在
の
選
挙
人
名
 

簿
登
載
申
請
書
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
審
 

査
し
た
う
え
で
作
製
さ
れ
ま
す
。
 

登
載
申
請
書
の
用
紙
は
、
農
事
実
行
 

組
合
長
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

▽
提
出
先
 
農
事
実
行
組
合
長
 

▽
提
出
期
限
 
平
成
三
年
一
月
十
日
 

農
事
実
行
組
合
長
か
ら
農
業
委
員
会
に
 

提
出
す
る
期
限
で
す
の
で
、
組
合
長
に
 

は
、
早
目
に
出
し
て
下
さ
い
。
 

実
行
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
で
資
格
 

の
あ
る
方
は
、
役
場
農
業
委
員
会
に
お
 

問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

1 月福祉センターの行事 
【休館日】 

1日～4日・7日・14日・15日・20日 
21日・28日 

【バス運行日】 

※1日～3日（年始運休） 

※4日から6日までは日祝日と同じ運行と 

なりますが午前8時発のバスは運行し 

ます。その他は平常運行 

【演芸】入館者の方へ舞台を自由に提供します 

※ゲートボール場も自由にご利用下さい 

【心配ごと相談】 

17日・27日（10時3(）分～ 

15時3(）分） 

【健康相談日】 

8日（刈 (10時30分～14時） 

【健康講演会】 

9日困（11時から） 

【仏教講演会】 

12日田(11時から） 
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3 
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
ー
個
（
貸
出
中
）
 

4

洗
髪
器
（
寝
床
で
使
用
可
能
）
 

5

簡
易
浴
槽
手
す
り
 

6

入
浴
用
ァ
ル
ミ
椅
子
 

7

杖
 

※
貸
出
期
間
は
、
三
ケ
月
間
で
す
。
 

※
申
込
先
 
役
場
健
康
づ
く
り
課
 

谷
 28 

と
一
〇
〇
四
 
⑤
二
四
九
 

古
く
て
も
、
使
え
れ
ば
喜
ん
で
取
り
 

に
伺
い
ま
す
。
ご
一
報
下
さ
い
。
 

な
お
、
三
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
 

「
健
康
ま
つ
り
」
 
で
、
介
護
用
品
、
在
宅
 

療
養
器
具
、
衣
類
等
を
展
示
い
た
し
ま
 

す。 

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
 



(8) 

ト受付期間 

2月4 日（月）から2 月12 日（火）まで 

ト受付場所 

役場住民福祉課福祉係 

容28一2004 （内線259・245) 

ト申し込み用紙は各保育所及び役場福 

祉係に用意しています。 

戸籍は身分関係を登録・公証する公文書 

です。戸籍には、常用漢字、人名用漢字 

及びその他の正字で記載することにな 

っています。 

平成3年1月1日からの届け出に基ずき 

祈たに戸籍を作る場合、又、は入籍する 
、 

み合は正字になります。 

※詳しいことは役場戸籍係までク 

シイタケ菌、杉、ヒノ木の苗などの 

注文を受け付けています。 

ト役場産業振興課農政係 

谷 2 8一2004 （内線262番） 

ト期日 1月21日（月）まで 

冒・ 
検 
診 
・ 

相 
談 

困
「
種
混
合
 

八
日
・
因
町
民
会
館
 
生
後
 12
 

ケ
月
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
 

、
 48
 

ケ
月
 

口
乳
児
相
談
 

一
一
十
一
日
の
町
民
会
館
生
後
4
・7 

10 

時
、
 11
 

時
 

10
 

ケ
月
 

困
先
天
性
四
肢
障
害
児
（
者
）
 

の
集
団
検
診
 

二
月
十
日
同
 
北
九
州
市
立
八
幡
西
 

市
民
セ
ン
タ
ー
 

＊
受
診
料
 

無
料
 

＊
持
参
品
 
母
子
手
帳
 

＊
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

岩
永
悦
子
（
粕
屋
郡
古
賀
町
）
 

冒
〇
九
ニ
ー
九
四
三
ー
八
四
六
七
 

。
 

。
 。 

脅
思
）
 

。
 

。
 

舞
鷺
難
一
 

▲
県
立
筑
豊
東
高
等
技
術
専
門
学
校
 

一
、
募
集
科
目
、
人
員
 

情
報
製
図
科
（
二
十
名
）
 

陶
磁
器
（
十
名
）
 

二
、
資
格
高
卒
以
上
（
原
則
 30 

才
以
下
）
 

三
、
募
集
締
切
平
成
「
犀
二
月
十
六
日
 

※
詳
し
く
は
、
田
川
市
糖
の
同
校
 

（
冒
四
四
ー
一
六
七
六
）
ま
で
 

▲
N
H
K
学
園
通
信
教
育
 

一
、
募
集
内
容
 

▽
高
等
学
校
 
普
通
科
コ
ー
ス
 

三
年
間
で
l
n
同
卒
資
格
取
得
 

▽
高
等
学
校
 
選
科
生
徒
コ
ー
ス
 

希
望
科
目
で
単
位
が
取
得
 

▽
高
等
学
校
専
攻
科
 

社
会
福
祉
コ
ー
ス
 

高
卒
後
、
二
年
間
で
 
「
N
H
K
学
 

園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
資
格
 

二
、
申
込
み
受
付
一
一
月
一
日
か
ら
四
月
 

五
 日
 

※
詳
し
く
は
、
東
京
都
国
立
市
富
士
見
 

台
の
同
学
園
（
冒
〇
四
二
五
ー
七
ニ
ー
 

三
一
五
一
）
ま
で
 

犬は必ずつないで 
飼って下さい／ 

飼
い
主
の
方
は
、
必
ず
犬
を
つ
な
い
 

で
、
人
や
そ
の
他
の
も
の
に
害
を
加
え
 

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

犬
の
散
歩
な
ど
で
連
れ
出
す
時
は
、
 

網
や
く
さ
り
な
ど
で
つ
な
ぎ
、
 
つ
れ
出
 

し
て
下
さ
い
。
な
お
、
犬
の
し
た
 
「フ 

ン」 

の
後
始
末
も
お
忘
れ
な
く
。
 

ま
た
飼
い
犬
が
子
供
を
産
ん
で
、
そ
 

の
仔
犬
の
飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な
い
時
 

や
自
分
の
家
で
飼
う
こ
と
の
で
き
な
い
 

場
合
な
ど
処
分
に
困
っ
て
い
る
時
は
、
 

捨
て
た
り
せ
ず
、
役
場
衛
生
係
か
保
健
 

所
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。
担
当
職
員
が
 

引
取
り
に
伺
い
ま
す
。
 

飼
い
犬
、
野
犬
を
と
わ
ず
放
し
飼
い
 

の
状
態
に
な
つ
て
い
る
場
合
は
野
犬
捕
 

獲
及
び
処
分
さ
れ
ま
す
の
で
充
分
注
意
 

し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
赤
池
町
で
は
、
飼
い
犬
取
締
 

ま
り
条
例
に
よ
り
違
反
を
し
た
者
に
は
、
 

罰
金
な
ど
の
処
分
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
 

お
互
い
に
き
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
り
 

住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
一
生
懸
命
」
と
い
つ
ソ
 

と
ば
が
あ
る
。
物
事
を
命
が
 

け
で
す
る
こ
と
、
と
辞
典
に
 

記
さ
れ
て
い
た
。
私
の
知
人
 

に
バ
イ
ク
好
き
な
女
性
が
い
 

る
。
密
や
か
に
教
習
所
に
通
 

い
腕
や
膝
に
血
を
に
じ
ま
せ
 

な
が
ら
や
っ
と
の
思
い
で
免
 

許
を
取
得
し
た
。
小
柄
な
体
で
頑
張
っ
 

た。 

ま
さ
に
 
「
一
生
懸
命
」
 
で
あ
っ
 

た
ろ
う
。
 

交
通
事
故
は
増
加
の
一
途
で
、
バ
イ
 

ク
事
故
も
増
え
て
い
る
。
原
因
が
あ
る
、
 

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な
追
い
 

越
し
等
々
、
充
分
注
意
す
れ
ば
防
げ
る
 

事
故
、
お
互
い
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
と
思
う
。
 
バ
イ
ク
は
楽
し
い
。
 

ゆ
っ
く
り
走
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
乗
っ
て
 

流
れ
出
る
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
・
・
・
 

今
年
は
事
故
の
な
い
年
に
す
る
た
め
 

お
互
い
「
一
生
懸
命
」
が
ん
ば
ろ
う
。
 

Z
 

×
 

検定試験について 

トい っ 平成3年2月10 日（日） 

トどこで 田川市青少年文化ホール 

ト申込期間 平成3年1月7日（月）から 

1月8日働まで 

ミ詳しくは田川商工会議所 

（容44-3 1 50 ）まで 

『安心して老いるために』 

映画のご案内 

高齢化社会を迎えた現在、誰もが老いて 

ゆく、その時私たちは何をなすべきか？ 

考えてみませんか 

ロ上映日 平成3年2月20日困 

口場 所 田川文化センター 

ロ時 間 第1回13 : 00からバザー 

上映13 : 30から16 : 00 

第2回18 : 00からバザー 

上映18 : 00から21: 00 

ロチケット前売り券1枚1,200円 

｛当日1,500円｝ 

（役場福祉係 森田まで） 

ロ問い合わせ藤井美代子（容28-2590) 


